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LKCC  ～Leaf of Kashiwa Climbing Club～

街のクライミングウォールが地域住民の交流拠点に

　フリークライミングは、自分の手足だ
けを頼りに壁をよじ登っていくスポー
ツ。腕力のある大人だけが楽しめるス
ポーツと思われがちですが、それは誤
解。体力だけでなく、バランス感覚や体
の柔軟性、そして「どのようなルートで
登るか」という戦略が重要となり、頭と
体全身を使います。子どもから高齢者ま
で、自分なりの目標を設定してチャレン
ジすることができ、性別・年齢・経歴を
超えた仲間が広がります。
　このフリークライミングを通じて、地域
コミュニティの形成を図ろうと組織され
たのがLKCC。NPO法人「健康まちづくり
ネットワーク」（千葉大学環境健康フィー
ルド科学センター内）のもとに発足し、ク
ライミングウォールの管理とイベントの
実施、技術安全指導を行っています。
　毎月第3日曜日に「体験会」、毎週土曜
日に「親子教室」、金曜日に「レディース
＆シニア講習会」を開催。LKCCのベテ
ランクライマーが丁寧に教えてくれるた

め、初心者にも大人気。これまでに下は
4歳の子どもから、上は75歳の高齢者ま
でが参加しています。
　

　フリークライミングは、登る人（クライ
マー）と、命綱を地上で支える人（ビレイ
ヤー）とがペアになって楽しむスポーツ。
お互いが責任をもって安全を確保するた
め、信頼関係の強いコミュニケーション
が生まれます。「クライ
ミングは決して孤独な
スポーツではありませ
ん。クライマーは下から
の応援が励みになる。ク
ライマーが登頂すれば、
ビレイヤーも一緒になっ
て喜びを共感できる」と
語るのは、LKCCの高梨
美奈さん。
　親子教室では、親が
子どものビレイヤーとな
ります。はじめて子ども
の命綱を握る親は、不安

で手元が震えるケースも多いとか。それ
でも、何度か練習するにつれて、子ども
に声援やアドバイスを送る立派なビレイ
ヤーに成長します。
　ただ、LKCCの渡辺敏規さんは「下か
ら応援するだけでなく、親も実際に登っ
てほしい」と訴えます。登ってみること
で、新たなチャレンジの大切さを実感
し、子どもと同じ目線でコミュニケーショ
ンが図れるようになると言います。
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ららぽーと柏の葉の中庭にそびえ立つ
高さ約12mのクライミングウォール。
地域住民にクライミングを通じたコ
ミュニケーションを楽しんでもらいたい
と、街に提供されたこのウォール。運営
するのは、非営利のボランティア組織
「LKCC」。気軽に参加できる体験会の
参加費は300円という破格の安さ。参
加者とともに、運営に携わるメンバーも
拡大しており、新たな地域コミュニティ
のあり方として注目を集めています。

目がすくむような高さに、はじめは誰
もが不安になる。その分だけ、頂上ま
で登りきったときの達成感は格別。

命綱を握るビレイヤーは常に真剣
そのもの。「もう一息だよ、がんばろ
う！」とクライマーに声援を送る。

  年齢・性別・体力、関係なし！

命綱がつなぐ信頼関係

http://www.udck.jp/web/news/index.html
http://www.lala-climbingclub.com/


キーパーソン・トーク

　最近フリークライミングは、チームビル
ディングやコミュニケーション教育にも効
果的と注目されています。LKCCでも、子
ども会、サークル活動、企業のイベント、
研修、自治会など、様々な団体の参加を
受け入れています。
　「安全にみんなが楽しめるよう、参加
者にはルールとマナーを尊重してもらっ
ています。この心構えは、社会生活にお
いても大切なものですから」と語るのは、
LKCC創立メンバーの梶谷昌生さん。「そ
の上で、参加者が自分の目標を設定し、失
敗を恐れずにチャレンジし、達成したとき
の喜びをみんなで共有する。考える要素
も多いですよ」
　

　9月19日には、視覚障害者を対象とし
た体験スクールが開催されました。フリー

クライミングは、動かない岩を相手に、自
分の力だけで課題解決を目指すもの。対
戦型のボールスポーツとは異なり、自らの
ペースで楽しめるため、視覚障害者にとっ
て最適なスポーツなのだとか。
　今回の体験スクールを共催したNPO法
人モンキーマジックの代表を務める小林
幸一郎さんも、視覚障害者のひとり。「視
覚障害者も一般健常者と一緒に同じルー
ルで楽しむことができるため、双方の交流
や理解促進につながる。一見無理と思わ
れることにチャレンジし達成することは、
視覚障害者にとって大きな自信につなが
る」と小林さんは説明してくれました。
　筑波技術大学の学生で、今回の体験ス
クールに参加した有安諒平さんは、「試行
錯誤して目標に進むところが面白い。ロー
プで支えてくれる仲間がいるのが励みと
なります。今後も参加したい」と、フリーク
ライミングの虜になった様子。同じ大学に
通う伊藤瑛里香さんは、今回がフリークラ

イミング初体験にもかかわらず、頂上まで
登りきってしまったツワモノ。「はじめは怖
くて不安だったけど、みんなが下から声が
けしてくれたおかげで登りきれた」と、達
成の喜びを笑顔で語ってくれました。視覚
障害者向けの体験スクールは、11月14日、
翌年2月27日にも開催される予定です。

LKCC の体験会などへの参加申し込み、問い
合わせは
［E-MAIL］  LKCC@hotmail.co.jp
［WEBサイト］  
http://www.lala-climbingclub.com/
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●このニュースレターに
　 関するお問い合せ先

柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）　広報担当　小林、蛭川
〒277-8518 千葉県柏市若柴字元堂178-3柏の葉キャンパス駅前148街区3画地
TEL 04-7140-9686  FAX 04-7140-9688
E-MAIL ma-kobayashi@udck.jp  WEB http：//www.udck.jp

　フリークライミングは、一見すると危険なスポー
ツ。そんな設備をショッピングセンターの中につく
り、さらに街に開放するという試みは前例がなく、
はじめは反対意見もありました。ただ、柏の葉キャ
ンパス地区は大規模開発が進み、新しい街づくり
が積極的に行われている場所であり、地域コミュニ
ティを創る重要性は皆さんの共通認識でした。そ
のため、私たちの活動を理解し応援してくれる方々
も多く、今ではこのクライミングウォールが、市民の
コミュニケーション装置として機能し、この街のシ
ンボルとなっています。
　この活動を継続させていくために、日頃から安
全面には特に気をつけています。ウォールの整備、
点検、クライミング時の安全確保、ショッピングの
お客様との間の交通整理などを、LKCCのメンバー

が分担して行っています。ウォールを使用する際は
必ず、LKCCメンバーが2人以上いることを条件と
しています。
　LKCCは現在20人程度の小さな組織ですので、
体験会などウォールを使用できる機会も限られて
いますが、将来的にはメンバーを増やして、ウォー
ルを常時使用できる状態にしていきたいと思って
います。そのためには、地域の方々のさらなる理解
と協力、そして参加が不可欠となります。
　体験会ではじめてクライミングに触れ、その楽
しさの虜となって継続参加していた人が、今では
LKCCのメンバーとして運営にも携わってくれてい
る、そんな流れが最近増えています。ボランティア
と聞くと、なんだか堅苦しく大変なイメージが強い
ですが、LKCCは「みんなで一緒に楽しむ」が基本
姿勢です。1人でも多くの方に参加してもらい、クラ
イミングを楽しむネットワークを拡大させていき
たいと思っています。

高梨 美奈
LKCCの発起人である千葉大学
の徳山郁夫教授に誘われ、
LKCC に加入。体験会では、ス
タッフとして市民にクライミング
の楽しさを伝えている。LKCC
以外では、柏市人材育成事業に
ファシリテーターとして関わる
ほか、健康運動指導士として主
に中高齢者の健康をサポートし
ている。

□編集後記□
　LKCCのメンバーは皆さん、スラリとしたスタイル。「クライミングは全身を使うから、体が引き締まるんだよ」と、そのヒミツを教えてくれました。ま
ちづくりのキーワードに“健康・交流”を掲げている柏の葉にとって、まさにピッタリのスポーツですね。（小林）

LKCC  ～Leaf of Kashiwa Climbing Club～

  教育現場としてのクライミング

視覚障害者もチャレンジ
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体験会では、スタッフが丁寧に教えてくれるので初
心者でも安心。
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